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 １．会社概要 
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麻里布製油所全景 

JX日鉱日石エネルギー株式会社 

麻里布製油所 

三井化学㈱ 

山口県 

（和木町） 

広島県  
（大竹市） 岩国市 

小瀬川 

JR山陽本線 

国道2号線 

瀬戸内海 
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JX日鉱日石エネルギー（株） 会社概要 

創業      ：    １８８８年１０月１日 （明治２１年） 
設立      ：    ２０１０年  ７月１日 （平成２２年） 
資本金   ：  １,３９４億円 

従業員数 ：  ５,７２３名（２０１４年４月末時点） 

製油所・製造所 ： 
所在地 

室蘭､仙台､鹿島、横浜､川崎、根岸､
知多、大阪､水島、麻里布、大分 

（JXホールディングスの１００％出資） 
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 １２７ 千BD 

ＪＸグループ製油所・製造所 

室蘭 

根岸 大阪 
（大阪国際石油精製） 

７製油所、４製造所 

仙台 
水島 

横浜 

麻里布 

大分 

川崎 

鹿島 
（鹿島石油） 

知多 

（2014年4月現在） 
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三井化学 日本製紙 

三菱レイヨン 

帝人 

日本製紙 

ﾀﾞｲｾﾙ 

三井化学 

製油所近隣地図 

日本大昭和板紙 

日本大昭和板紙 

  

  

新岩国駅 

岩国駅 

大竹駅 

山陽新幹線 

山陽自動車道 

米軍基地 

錦帯橋 

宮 島 

広 島 → 
← 柳 井 

岩国 IC 

大竹 IC 

国道２号線 

小瀬川 
(工業用水取水） 

錦 川 

麻里布製油所 

広島県 山口県 

三井 

  化学 

ユニオン石油 

ダイセル 

近隣他社への配管出荷 
 ☆三井化学 
  プロピレン、LPG、ナフサ、C重油、水素 
  
 ☆ユニオン石油 
  Wandoo原油配管送油 （タンクレンタル） 

山陽本線 和木駅 

岩国空港 
2012～再開 

麻里布製油所近郊図 

弥栄ダム 
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麻里布製油所の概要 

敷 地 

従業員数 

： ６６万ｍ2 ⇒東京ドームの約１４倍 

： ２９９人（２０１４年５月現在） 

操業開始 ： １９４３年１２月（昭和１８年） 

原油処理能力 ： １２７ 千BD（２０．２千KL/日） 

主な製品 ： 燃料油、石油化学製品、LPG 
  ニードルコークス、電力、ｅｔｃ 

その他 ： ISO9001（品質）、ISO14001（環境） 

  OSHMS（労働安全衛生） 認証取得 
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Pi System導入の歴史  

1943年(S.18)  興亜石油㈱ 麻里布製油所 操業開始 

1950年(S.25)  常圧蒸留装置完成､操業再開 

1958年(S.33)  三井石油化学工業㈱ 岩国工場操業開始 

          日本で最初の石油コンビナートを形成 

1990年(H. 2)  自社開発による、ヒストリアンデータの構築・運用（PIに類似） 

1996年(H. 8)  常圧蒸留装置能力変更(110→127MBPD) 

          ISO-9001認証取得(品質マネジメントシステム) 

1998年(H.10)  PI System新規導入（46,000タグライセンス）・・・・ 

1999年(H.11)  ISO-14001認証取得(環境マネジメントシステム) 

2001年(H.13)  タグライセンス追加（46,000→50,000に変更） 

2002年(H.14)  新日本石油精製㈱ 麻里布製油所に商号変更 

2004年(H.16)  売電設備商業運転開始 (4月)（発電149,000kW、送電132,300kW） 

2010年(H.22)  JX日鉱日石エネルギー㈱ 麻里布製油所に商号変更 

          OSHMS（労働安全衛生マネジメントシステム）認証取得 

2013年(H.25)  タグライセンス追加（50,000→60,000に変更） 

 

PIサーバ 
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原油タンク        ７基 380,643KL 

製品・半製品タンク      ８８基 966,270KL  

液化石油ガスタンク     １５基  31,500KL 

その他タンク          ２０基  40,540KL 

原油桟橋     １基 15万DWｔ級用 

出荷桟橋     4基 3.5万DWｔ級用 

ﾛｰﾘｰ出荷設備（燃料油）  １１ﾚｰﾝ  

ﾛｰﾘｰ出荷設備 

  （LPG/ｱｽﾌｧﾙﾄ/硫黄）   ３/１/１ﾚｰﾝ   

受入・出荷設備 

貯油設備 

貯油/受入・出荷設備概要 （2014年4月現在） 
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２．PI System構成 
１）PI System構成 

２）データ連携 

３）PI Systemを取り巻く、 

               製油所関連システム概要 
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１）PI System構成           (2014/7/1現在） 

・PI-SDK/API ×１
　(v1.3.2.282/v1.3.9.7)
・PI-IN-OS-OPC×2
　（v2.1.46)

PI3.4.364.32
・PI-BP  (60,000点ﾗｲｾﾝｽ)
・PI-SDK/API ×１
　(v1.3.1.247/v1.3.9.4)
・PI-SMT ×1 (v2.0.5J2.0)

ＰＩ　Ｈｏｍｅサーバ
（WindowsServer2003 Standard Edition SP1)

PI-NET
（Win2003 Std. SP1)

・PI-SDK/API ×１
　(v1.3.2.282/v1.3.9.7)
・PI-IN-OS-OPC×2
　（v2.1.46)

OPC
(IOAS)

ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ

…

クライアント（400台）・PI-DataLink
・PI-ProcessBook

山武TDCS3000LCN山武TDCS3000LCN山武TDCS3000LCN 山武TDCS3000LCN

OPC
(IOAS)

製油１グループ
（低圧係）

製油１グループ
（コークス係）

製油３グループ
（操油係）

製油２グループ
（改質係）

製油２グループ
（脱硫係）

製油３グループ
（動力係）

計装電気グループ
（担当範囲）

PI-NET
（Win2003 Std. SP1)

PI-NET（バックアップ用）
（Win2003 Std. SP1)

計画グループ
（担当範囲）

更新：2008/12
機種：ｆｔＳｅｒｖｅｒ2510
Ｄｉｓｋ：システム136GB
         データ　550GB

更新：2008/4
機種：PRIMERGY TX200 S3
Ｄｉｓｋ：システム＋データ73GB

DCS DCS DCS DCS 

PIサーバ 



Copyright  2010 JX Nippon Oil & Energy Corporation All Rights Reserved. 13 2014年7月14日 

２）データ連携 

  ① 制御系DCSのデータ収集 

    （DCS→PIサーバ） 

  ② Datalink/ProcessBookによるデータ取得 

         (PIサーバ→クライアント端末) 

  ③ 品質管理の分析結果（性状）の書き込み 

    （品質管理システム（LAS）→PI→DCS） 

  ④ 製油所システムと自動連携（PI-API） 

    （PIサーバ→製油所管理サーバ） 
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３）PI Systemを取り巻く、製油所関連システム概要 
本社システム 

販売物流 
システム 

品質管理シ
ステム 

ＳＣＭ        
生産計画・原油配船 

経理     
システム 

石油情報   
システム 

制御系 

海上ＤＣＳ 陸上ＤＣＳ タンクゲージ（ＭＤＰ－Ⅱ） 

製
油
所
管
理
系 

 

コークス 

生産計画 

 

桟橋管理 

 

 

 

オフサイト 

（タンク管理） 

（入出荷管理） 

(装置運転） 

（その他） 

 

品質管理 

（分析スケジュール管理） 

（分析結果管理他） 

 

ＰＩ 通関・税務管理 

船舶統計 

 

油量統計 

（日次・月次他） 

出荷予約
伝票実績 

出荷実績 
サンプル
規格 等 

性状 
配船計画
運転計画 

通関情報 ＳＳＲ 
原油製品   

半製品情報 

作業予約   
タンク性状 

作業実績 
イベント情報 

作業予約   
タンク切替 

作業実績 
イベント情報 

検尺要求 検尺実績 

環境管理 

（大気・水質関連） 
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３．業務運用事例 
 １）変換器室・電気室の温湿度傾向監視 

 ２）加熱炉チューブのライフサイクル推定 

 ３）日常管理（班長と運転員の装置運転の傾向監視） 

 ４）海上出荷運転監視 

 ５）運転条件と留出油の分析結果の考察 

 ６）リアルタイムデータを活用したタンク受払監視 
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１）変換器室・電気室の温湿度傾向監視 

PI 

Marifu 
Control 
Center 

本事務所 

品質管理事務所 

三井化学（株） 

原油 
タンク 

N 

LPG 出荷桟橋 

瀬戸内海 

小瀬川 

３号 製品出荷桟橋 

原油桟橋 

陸上 
出荷 
設備 

２号 製品出荷桟橋 

４号 製品出荷桟橋 

目的：長期的にDCS機器を安定稼働するために、最適保全を目指す。 

温湿度計 

オンサイト 

エリア 

オフサイト 

エリア 
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１）変換器室・電気室の温湿度傾向監視 

目的：長期的にDCS機器を安定稼働するために、最適保全を目指す。 

今後の対策： 

・温度改善：管理値内を保持するために、空

調機の整備、設定温度の管理を継続監視。 

・湿度管理：一定の湿度を保持するために、

除湿機設置等を検討する。 

・設置場所 

  所内の17か所の変換器室に温湿度計を設置し、 

 DCS接続→PIへデータ供給。 

・管理値 

 温度：10～35℃（温度変化：±10℃／Hr） 

 湿度：20～80%RH 

・アラーム 

  リアルタイムにてDCS側でアラーム管理を行っている。 

・DCS機器の設置基準 

 JEMIS033（日本計測器工業会規格）に準拠 

・ねらい 

 温湿度の変化幅が大きい場合、電子基板の劣化を 

促進する可能性がある。 

アラーム 
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２）加熱炉チューブのライフサイクル推定 

目的：ライフサイクル推定により、最適な装置メンテナンス計画および生産計画に反映する。 

（チューブ） 

表面温度計 
（W#4(C)） 

加熱炉チューブ（最下位：高温部）の表面温

度が管理値に到達する日数を計算する。 

残ライフ推定により、チューブ内の異物除去（

約５日間）の準備作業を前もって予定するこ

とが可能となる。 
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２）加熱炉チューブのライフサイクル推定 

・トレンド解析シート 

 PI Data Linkより、Excelシートに加熱炉チューブの表面温度のデータ(期間最大値)を入力 

 そのデータからグラフを作成、温度上昇Rate(℃/日)を自動計算 

 表面温度の管理値と現在値との差および上記Rateより、次回運転停止までの期間を推算 

・利点 

 期間最大値のトレンドを確認できる 

 取得したデータを元に、複雑な計算を自動で行うことができる 

 ⇒PIによるデータ取得とExcelのグラフ・関数機能との融合 

 ⇒Process Bookのみでは解析できないデータも自動で計算できる 

①データ取得 ②グラフ作成 ③余寿命計算 

目的：ライフサイクル推定により、最適な装置メンテナンス計画および生産計画に反映する。 
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３）日常管理（班長と運転員の装置運転の傾向監視） 

【運転現場（班長）】 

【スタッフ部門】 

PIサーバ 
運転情報 

バックチェックを実施し、管理範

囲外の情報は調査・対策につ

なげる 

運転管理項目のチェック 

OK OK 

運転情報 

グループ毎の運転管理情報 

毎日の作業 

PlanｰDo- 

CheckｰAction 

管理範囲外の情報は理由記入する 

目的：装置を安定稼働するために、運転条件（キーポイント）に「ヌケ・もれがない」ことをサポートする。 
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３）日常管理（班長と運転員の装置運転の傾向監視） 

・運転管理シート 

 Excelシートに主要な運転管理項目をリストアップ 

 PI Data Linkより各項目の現在値を自動入力 

 現在値が管理範囲を超えている場合は「NG」表示 

 「NG」の場合は理由をコメント 

・業務の流れ 

 運転現場の班長が毎日シートを作成 

 運転管理部門が毎日内容を確認、保存 

・ねらい 

 膨大な運転管理項目から主要なものをリストアップし、 

 その値に問題が無いことを毎日抜け漏れなく管理する 

監視タグ 判定 

目的：装置を安定稼働するために、運転条件（キーポイント）に「ヌケ・もれがない」ことをサポートする。 



Copyright  2010 JX Nippon Oil & Energy Corporation All Rights Reserved. 22 2014年7月14日 

４）海上出荷運転監視 
目的：海上出荷および製品作製状況を情報共有し、製油所の安全・安定操業につなげる 

PIサーバ 

需給グループ 

現場（操油係） 

海上出荷指令室 

ブレンダ設備 

ブレンダ設備 

【海上出荷】 

【製品作製】 
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４）海上出荷運転監視 

今後について： 

 現場作業員は、PC参照が必須のため、現場では電

光掲示板またはタブレット端末などを用いて、桟橋の

どの場所からでも情報把握可能な態勢つくりが必要

である。 

・目的 

 PI-ProccessBookにて、海上出荷・製品作製時のデータ 

参照（状況表示）を行う。また、アラーム音（Beep音）発生や

表示の色変え等で、アラーム状態を表示する。 

・利用者 

 所内のすべての社内PC端末から参照可能。主に事務所担当、

現場作業員および出荷作業員が利用中。 

・監視 

 各設備毎に設定量（出荷数量・作製数量）に対する実績量を

１分毎に更新し、満タン量の閾値から100KLおよび30KL以内に

差し掛かった時点でアラーム音を発信し、運転員に知らせる。また、

棒グラフでも参照可能。 

・ねらい 

 どこでもいつでも、常時監視可能な状況を情報共有することで、

製油所の安全・安定操業に寄与し得るツールとして活躍中。 

目的：海上出荷および製品作製状況を情報共有し、製油所の安全・安定操業につなげる 
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５）運転データと留出油の分析結果の考察 
目的：装置運転の傾向監視の効率を上げて、最適運転につなげていく。 

装置 

サンプル分析 
（品質管理グループ） 

サンプル採取 
（製油グループ） 

LASシステム 

データ入力 

結果確認 
（製油グループ） 

PIサーバへの 
自動書き込み 

運転データと分析結果
の相関を確認 

装置の運転に 
反映 

本社 
(需給計画) 

製油所 

（運転計画） 
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５）運転データと留出油の分析結果の考察 

・業務の流れ 

 ①運転員が留出油等のサンプルを採取 

 ②品質管理グループがサンプルを分析 

 ③分析結果をLASシステムに入力 

  ⇒LASからPIサーバに自動書き込み 

 ④運転員がPIトレンドで運転条件と 

  分析結果の関係を考察 
  （ピンク線の運転を下げる⇒分析結果(白線)が減少傾向がつかめる） 

 ⑤これを参考に運転条件を最適化（ピンク線を下げる運転を行う） 

・利点 

 - PI上で運転データと分析結果を 

  同時にトレンド化できるため、考察が容易であり、 

  データの再整理（運転結果と分析結果の比較）が不要 

 - オンライン分析計（装置設備付帯の分析計）が未設置の 

  油の分析時に特に効果を発揮している 

装置の運転に 
反映 

運転データ 
（青、ピンク線） 

分析結果 
（白線） 

目的：装置運転の傾向監視の効率を上げて、最適運転につなげていく。 
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６）リアルタイムデータを活用したタンク受払監視 

タンク群（オフサイト） 

装置FEED 

装置RUNDOWN 

所外受入 

タンク間移送 

海上出荷 

陸上出荷 

定周期のタンクレベル

（在槽量）実績 

PI Home 

RISオフサイト 

システム 

（前在庫、受払量、現在庫）と器差

(タンク＋受払)との比較を実施。 

（器差範囲外はアラーム通報） 

目的：配管やタンクの油漏えい、操作ミスまたタンクに接続する機器の不具合の早期発見につ

なげる。（ＴＴＯＢ：Total Tank Oil Balance） 
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６）リアルタイムデータを活用したタンク受払監視 

評価： 

 オフサイトエリアの各タンク受払管理は定周

期の常時タンク監視（TTOB機能利用）を

行っており、製油所の安全・安定操業および業

務効率に貢献するツールと考えています。 

・目的 

  定周期にて、装置流量計実績，海上ＤＣＳ流量計実績，陸

上ＤＣＳ流量計実績，タンク在槽実績（ＭＤＰ－Ⅱ）を収集す

る。タンクの入出数量，タンクの増減量を比較し、器差範囲外であれ

ば、アラーム通知を発行し、調査を開始する。 

・利用者 

 社内PC端末にインストール済のため、所内のどこでも利用可。 

主に、タンク受払監視を行う現場担当者（操油係）が常時利用中。 

・ねらい 

 どこでもいつでも、常時監視可能な状況を情報共有することで、トラ

ブルの早期発見・対応、更に製油所の安全・安定操業に寄与し得る

ツールとして活躍中。 

←問題なし！ 

目的：配管やタンクの油漏えい、操作ミスまたタンクに接続する機器の不具合の早期発見につ

なげる。（ＴＴＯＢ：Total Tank Oil Balance） 
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ご清聴、ありがとうございました。 
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Ｅ Ｎ Ｄ 
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（参考）麻里布製油所の強み・特徴 

①白油化・軽質化能力の高さ 

コークス製造装置・コークス焚き発電設備（IPP）によ
り石油製品の白油化・軽質化の需要に対応。 

重質油分解装置装備率:17.3% 

③大型ロット輸出設備 

大型ロットの輸出設備を備え、燃料油の国内
需要減少に対応 

②世界最高品質のニードルコークス 

付加価値の低いボトム留分から、ニードルコー
クスを生産（最高級品シェア：５０％超） 


